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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な

お
気
持
ち
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
三
好

市
と
し
て
７
回
目
の
新
春
を
迎
え
ま

し
た
。
昨
年
は
、
市
政
各
般
の
推
進

に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

第
30
回
ロ
ン
ド
ン
五
輪
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
に
細
田
雄
一
選
手
が
出
場

し
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
者

競
技
大
会
の
硬
式
野
球
に
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
外
野
手
と
し
て
小
笠
原
宏

選
手
が
出
場
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
な
ど
、
郷
土
の
選
手
の
活
躍
は

私
た
ち
に
勇
気
と
希
望
、
夢
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
初
め
て
、
２
度
目
と
な
る

「
第
27
回
国
民
文
化
祭
」
が
徳
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
、「
第
５
回
市
民
文
化
祭
」
で
は
、

人
形
浄
瑠
璃
公
演
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
文
化
芸
術
活
動
や
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
は
心
の
豊
か
さ
を
生
み
出

し
、
文
化
力
は
地
域
の
人
間
力
で

あ
り
、
そ
の
地
域
と
人
間
力
と
の

ト
ー
タ
ル
が
、
地
域
の
力
に
な
り

ま
す
。
そ
の
力
が
市
民
の
連
帯
感

の
形
成
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
な

ど
を
発
揮
し
、
三
好
市
を
未
来
へ

と
つ
な
ぐ
大
き
な
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
か
ら
は
、
市
民

皆
さ
ま
の
権
利
、
議
会
・
行
政
の
責

務
と
果
た
す
べ
き
役
割
を
定
め
た

「
三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の

基
本
ル
ー
ル
を
も
と
に
、
市
民
と
行

政
が
と
も
に
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か

な
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
や
風
水
害
等
に
対
し

て
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
計
画
の
作

成
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
対
す

る
支
援
を
推
進
す
る
ほ
か
、
将
来
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
に
対
し
て
も
、「
耐
震
診
断

の
無
料
化
」、「
家
具
転
倒
防
止
器
具

取
り
付
け
へ
の
支
援
制
度
」
を
新
設

す
る
な
ど
地
震
に
対
す
る
各
種
備
え

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
市
民
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
、
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
好
市

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
位
置
づ
け

る
観
光
振
興
に
お
い
て
も
、
三
好
市

が
誇
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
積
極
的

に
情
報
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
、
滞
在
交
流
型
の
観
光
づ
く
り
な

ど
全
国
や
世
界
か
ら
多
く
の
方
々
に

　

三
好
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
５
月
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
平
岡
進
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
三
好
市
議
会
を

代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
、
市
議
会
の
運
営
並
び
に
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
事
故
の
影

響
が
色
濃
く
残
る
中
、
日
本
海
側
を

中
心
と
し
た
大
雪
や
夏
の
九
州
北
部

の
記
録
的
豪
雨
な
ど
相
変
わ
ら
ず
自

然
災
害
が
発
生
し
た
年
で
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
、
近
い

将
来
に
お
け
る
大
規
模
災
害
の
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
る
状
況
下
、
三
好
市

に
お
い
て
防
災
対
策
を
進
め
る
う
え

で
も
こ
う
し
た
自
然
災
害
の
経
験
を

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ご
ろ
発
生
し
た
中
央
自

動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故

の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ(

公
共
施
設)

の
老
朽
化
に
よ
り
生
活
に
直
結
す
る

事
故
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
三
好

市
に
お
い
て
も
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
危
機
管

理
上
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
維
持
・

管
理
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
成
長
・
拡
大
を
ひ
た
す

ら
追
い
求
め
て
き
た
時
代
か
ら
、
持

続
可
能
な
整
備
を
行
う
時
代
に
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

政
治
面
で
は
、
領
有
権
問
題
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
問
題
、
消
費
税
増
税

問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
問
題
、
衆
議
院
の

解
散
・
総
選
挙
な
ど
混
迷
が
続
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
総
選
挙
で
は
、
民
主

党
政
権
に
対
し
厳
し
い
判
断
が
下
さ

れ
ま
し
た
。
圧
勝
し
た
自
民
党
に
は

こ
れ
ま
で
国
民
に
訴
え
て
き
た
こ
と

を
一
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
期
待
に
こ
た
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
の
足
元
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
三
好
市
出
身
の
細
田
選

手
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
、
船
井
哲

良
様
か
ら
の
土
地
寄
贈
な
ど
明
る
い

話
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
少
子
高

齢
化
・
過
疎
化
の
急
速
な
進
行
や
景

気
低
迷
の
長
期
化
な
ど
で
閉
塞
感
が

漂
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
福
祉
、教
育
、

産
業
、
防
災
な
ど
克
服
す
べ
き
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
改
革
が
進
展
し
、
ま
さ

に
地
方
の
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
る

今
、
地
方
自
治
体
や
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
議
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
委
員
会
構
成
の

一
新
、
議
会
改
革
検
討
委
員
会
の
設

置
、｢

議
会
だ
よ
り｣

の
紙
面
刷
新

な
ど
、
議
会
の
活
性
化
と
情
報
公
開

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
議
会
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
市
政
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
る
た
め
に
、
ま
た
機
能
を
十
分

に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
三
好
市

の
実
現
に
向
け
て
、
議
員
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
責
務
を
自
覚
し
、
議
員
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
こ
の
一
年
が
市

民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を

構
築
す
る
た
め
の
議
会
運
営
を

市
民
参
加
の

自
立
し
た
三
好
市
を
目
指
し
て

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
船
井
電
機
池
田
工
場
跡
地
の
交

流
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
策
定
い
た
し
ま
し
た
整
備
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
設
計
に
取
り
か
か
り

ま
す
。
市
民
同
士
が
日
々
集
い
、
市

内
外
の
人
と
交
流
で
き
る
交
流
拠
点

施
設
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
財
政
改
革

の
着
実
な
続
行
に
よ
り
、
最
小
の
経

費
で
、
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

に
効
率
的
な
行
政
運
営
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
三
好
市
の

自
然
、
歴
史
、
伝
統
文
化
の
魅
力
を

最
大
限
に
活
か
し
、
交
流
人
口
の
増

加
と
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
と
同
時
に
、
地
域
が
活
力
に
あ
ふ

れ
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な

る
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、

市
民
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

三
好
市
長　

俵 

徹
太
郎

三
好
市
議
会
議
長　

平
岡 

進
治

行 政議 会
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現
在
三
好
市
が
進
め
て
い
る
交
流
拠
点
施
設
整
備
に
関
し
、
昨
年
５
月
に

策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
を
基
に
「
三
好
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
実
施
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
計
画
は
、
よ
り
具
体
的
な
計
画
と
す
る
た
め
、
実
施
計
画
検
討
委
員
会
、
同
市
民
部
会
、

同
行
政
部
会
を
起
ち
上
げ
、
約
一
年
間
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
多
く
の
意
見
を
出
し
合
い
検
討
を
重

ね
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。

　
実
施
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
計
画
書
の
閲
覧
は
三
好
市
役
所
文
化
交
流
推
進
課
に
て
、
ま
た
三
好
市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。お

問
い
合
わ
せ
先　
三
好
市
文
化
交
流
推
進
課
（
電
話
７
２-

７
６
３
３
）

　

12
月
5
日
、
交
流
拠
点
施
設
整

備
予
定
地
で
あ
る
工
場
跡
地
（
池
田

町
マ
チ
・
１
６
２
４
７
㎡
）
を
船
井

電
機
株
式
会
社
会
長
船
井
哲
良
氏

か
ら
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
府
大
東
市
の
船
井
電
機
本

社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
調
印
式
で

は
、
市
と
の
寄
附
契
約
締
結
後
、

船
井
会
長
よ
り
、「
十
年
来
の
約

束
を
果
た
せ
た
満
足
感
で
い
っ
ぱ

い
」「
人
づ
く
り
の
場
所
、
交
流

の
場
所
と
し
て
十
分
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
戸
市
生
ま
れ
の
船
井
会
長

は
、
昭
和
20
年
両
親
の
出
身
地
に

近
い
三
野
町
に
疎
開
し
、
佐
馬
地

青
年
学
校
の
代
用
教
員
と
し
て
約

２
年
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
大
阪
に
戻
り
30
代
で
船
井
電

機
を
創
立
、
国
内
外
に
従
業
員
約

5
千
人
を
抱
え
る
大
企
業
に
育
て

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
大
き
な
夢
、大
き
な
志
を
持
っ

た
若
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
自
分

の
使
命
」
と
財
団
法
人
船
井
奨
学

会
を
設
立
し
大
学
生
や
高
校
生
に

対
す
る
奨
学
金
支
給
支
援
、
財
団

法
人
船
井
情
報
科
学
振
興
財
団
を

設
立
し
情
報
科
学
技
術
に
関
し
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
研
究
者
に
対

す
る
褒
章
事
業
、
日
本
人
海
外

留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
支
給
支

援
、
ま
た
京
都
大
学
に
船
井
哲
良

記
念
講
堂
お
よ
び
船
井
交
流
セ
ン

タ
ー
を
寄
贈
す
る
な
ど
日
本
か
ら

世
界
に
羽
ば
た
か
ん
と
す
る
若
者

を
支
援
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
活

動
に
も
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
風
土
が
豊
か
で
美
し
い
三

好
市
を
「
心
の
故
郷
」
と
愛
さ
れ

る
船
井
会
長
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
毎
年
多
額
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
①　

交
流
拠
点
施
設
で
行
う
事
業
計
画

　

交
流
拠
点
施
設
で
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
で
示
し
た
７
つ
の
事
業
区
分
ご
と
に
事
業

イ
メ
ー
ジ
や
事
業
例
が
示
さ
れ
、
実
施
計
画
で
は
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
好
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
実
施
計
画
が

　

                         

策
定
さ
れ
ま
し
た

鑑
賞
事
業

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
優
れ
た
文
化
芸
術
作
品
の
鑑
賞
機
会
を
設
け
、
芸
術
家
ら

と
協
働
し
た
事
業
を
開
催
し
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
を
行
う
。

事
業
例
▽
県
立
近
代
美
術
館
と
の
連
携
に
よ
る
移
動
美
術
館
、
三
好
市
ゆ
か

り
の
芸
術
家
の
公
演
や
展
覧
会
な
ど
。

交
流
・
連
携
事
業

全
て
の
事
業
の
ベ
ー
ス
と
な
る
事
業
。
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
が
と
も
に

集
う
機
会
を
提
供
。
既
存
施
設
と
の
連
携
で
事
業
の
広
が
り
を
保
つ
。

事
業
例
▽
市
民
文
化
祭
な
ど
文
化
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
、
阿
波
踊
り
定
期

公
演
、
小
中
高
生
連
携
演
奏
会
、
美
術
展
、
書
道
展
な
ど
。

普
及
事
業

文
化
芸
術
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
市
民
の
文

化
意
識
の
向
上
を
図
る
。

事
業
例
▽
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ロ
ビ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
示
会
。
親
子

で
楽
し
め
る
芸
術
鑑
賞
事
業
。
市
内
各
所
で
の
出
前
授
業
・
公
演
な
ど
。

創
造
事
業

新
た
な
文
化
芸
術
分
野
の
開
拓
と
既
存
の
文
化
芸
術
活
動
の
保
護
、
育
成
。

柔
軟
性
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
活
動
に
つ
な
げ
る
。

事
業
例
▽
演
劇
や
映
画
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
製
作
関
与
、
メ
デ
ィ
ア
芸

術
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
新
し
い
創
造
活
動
の
支
援
な
ど
。

情
報
事
業

文
化
芸
術
活
動
や
交
流
活
動
に
関
す
る
情
報
を
幅
広
く
収
集
し
、
広
く
市
民

や
来
訪
者
に
発
信
す
る
。

事
業
例
▽
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
開
設
、
広
告
宣
伝
活
動
、

機
関
紙
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
発
行
な
ど
。

育
成
事
業

文
化
芸
術
活
動
や
交
流
活
動
を
行
う
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的

な
講
座
実
演
の
機
会
を
設
け
、
鑑
賞
力
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
伝
統
芸
能
、

伝
承
文
化
を
保
存
、
継
承
す
る
。　

事
業
例
▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ス
タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
。（
講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
修
な
ど
）
伝
統
芸
能
の
普
及
継
承
活
動
。

施
設
提
供
事
業

文
化
芸
術
活
動
や
交
流
活
動
を
行
う
市
民
や
優
れ
た
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会

を
提
供
す
る
団
体
や
組
織
に
対
し
て
積
極
的
に
施
設
や
設
備
を
提
供
す
る
。

事
業
例
▽
市
内
外
各
種
大
会
、
会
議
、
公
演
、
イ
ベ
ン
ト
誘
致
。
携
帯
な
ど

か
ら
予
約
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
の
採
用
な
ど
。

調印式で握手を交わす船井会長と俵市長

　

船
井
工
場
跡
地
の
御
寄
附
に

は
、「
故
郷
三
好
市
か
ら
、
日
本

に
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
づ
く
り

の
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
多
く
の
交
流
を
生
み
出
す

場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
船
井
会
長
の
熱
い
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世界に羽ばたく人づくりの場所、多くの交流を生み出す場所になってほしい

三
好
市
名
誉
市
民　

船
井
哲
良
氏
よ
り

船
井
電
機
池
田
工
場
跡
地
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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成人式の掲載にあたって「集合写真を掲載して欲しい」と言う声を頂きますが、写真が複数枚にわたるため掲載
することができません。なお、集合写真は準備が整い次第、市役所本庁・各総合支所に掲示いたします。

三好市成人式2013

成
人
式
を
自み

ず
か

ら
が
企
画
・
運
営

　

成
人
式
は
、
新
成
人
で
組
織
さ
れ
た
新

成
人
企
画
運
営
委
員
が
式
の
企
画
を
行

い
、
受
付
や
司
会
な
ど
の
運
営
面
も
委
員

が
行
い
ま
し
た
。

　

司
会
の
前
川
円
香
さ
ん
（
池
田
）
が
成

人
式
の
進
行
を
行
い
、
運
営
委
員
の
前
田

泉
季
さ
ん
（
池
田
）
の
演
奏
に
よ
る
君
が

代
斉
唱
の
後
、
俵
市
長
が
「
将
来
へ
の
夢

を
抱
き
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
姿
は
、
一
様
に
輝
き
ま
ぶ
し
く
思
え
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
今
の
光
と
輝
き
を
失
う

こ
と
な
く
、
本
日
の
成
人
式
を
機
に
、
社

会
人
と
し
て
更
な
る
成
長
を
遂
げ
ら
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
新
成
人
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

祝
電
披
露
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

西
岡
香
代
さ
ん
（
三
野
）
が
、
関
係
者

や
家
族
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
と
と

も
に
、「
三
好
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、

成
人
と
し
て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
人
生

を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と

新
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

恩
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
笑
顔

　

今
年
の
成
人
式
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
各
中
学
校
卒
業
時
の
担
任
の
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。
運
営
委
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
る
と
と
も
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
恩
師

や
中
学
校
時
代
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
は
「
懐
か
し
い
」
と
言
う

声
が
聞
こ
え
、
新
成
人
の
顔
か
ら
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
は
出
席
者

全
員
に
よ
る
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
の
合
唱

で
締
め
く
く
ら
れ
、
終
了
後
、
出
身
地
区

ご
と
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
は
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や

か
な
着
物
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち

が
、
級
友
と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
肩
を

抱
き
合
っ
た
り
、
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し

た
り
し
て
、
若
さ
い
っ
ぱ
い
に
輝
か
し
い

人
生
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

新成人303人の
新たな門出を祝う
三好市の新成人を祝う式典が1月4日に池田総
合体育館で開催され、新たに303人が大人へ
の第一歩を踏み出しました。成人式の対象者は
平成4年4月2日から平成5年4月1日に生
まれた方で、式典には252人が出席しました。

① 受付をする新成人たち

② 司会は新成人の前川円香さ
ん （池田）が行いました

③ 新成人誓いの言葉を述べる
西岡香代さん（三野）

④ 前田泉季さん（池田）の演

奏で全員合唱をしました

⑤ すべての進行を新成人企画
運営委員が行いました

義務と責任を果たし 未来を切り開く !

①

②

⑤ ④

③
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【
申
告
期
間
】

期
間
▽
２
月
18
日
〜
3
月
15
日
（
土

日
除
く
）

時
間
▽
9
時
～
12
時
（
午
前
）・
13

時
～
16
時
（
午
後
）

場
所
▽
三
好
市
役
所
２
階
会
議
室
お

よ
び
各
総
合
支
所
の
会
議
室

【
申
告
の
必
要
な
方
】

　

平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
、
三
好

市
に
住
所
が
あ
る
方
で
次
の
要
件
に

該
当
す
る
方
（
本
人
に
代
わ
っ
て
家

族
等
の
方
が
代
理
で
申
告
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
）

①
２
か
所
以
上
か
ら
の
収
入
が
あ
っ

た
方

②
前
年
中
に
収
入
の
無
か
っ
た
方

③
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

④
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方

⑤
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方

⑥
年
末
調
整
等
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
な
か
っ
た
方

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

平成 25 年度 市県民税・国民健康保険税申告日程表

申告期間  2 .18▶ 3 .15　 税の申告をお忘れなく！

池  田 三  野 山  城 井  川 東祖谷 西祖谷

18 月
午前 水木町  池田ニュータウン  供養地東  供養地西  町営ヤマダ 清水

( 南  中  北 )

大和川  若山 正夫  大森  
吹

和田  小島  
佐野  高野

有瀬
午後 島東　島西　島南 寺野  相川

19 火
午前 提宮下　新町東　新町中　新町西　南新町中　南新町北 清水

( 西の東   西の西 )上野 ふるさと団地
下川

倉石  大久保  
松舟  下久保

釣井  今井 有瀬
午後 南新町東　南新町西　親愛会　南新町ハヤシ　南新町南

20 水
午前 南新町上町　北新町東　北新町西　新東町 加茂野宮

( 里東  里西 )

大川持  岩戸 知行  冬桜
平    岩坂

馬場

新居屋
元井  大西

上吾橋
東山午後 東町　本町　中町　谷町 引地  末貞

21 木
午前 鍛冶屋町　東中通二　杉尾通　西町東部　中通 加茂野宮

( 東王地  西王地 )王地団地
ふるさと団地

川口
駒倉  下影  
野住  荒倉

若林  大枝
下吾橋
南山午後 大通昭和　 庚申町　 西町本部　 西町大通　 栄町東部

栄町西部　 柳川東　 柳川西　 高友 大月

22 金
午前 銀座東　銀座中　銀座西　弥生 勢力

( 東  本地  中 )

瀬貝  脇 向  坊
中津  吉木

下浦  京上
林

土日浦
榎午後 駅前北　駅前南　駅前西　矢塚町　西中通三 政友

25 月
午前 新地東部　新地大通　大通西　上野大通　大道 勢力

( 西  上野 )

柴川 馬路  西ノ浦
色原  北地

阿佐
麦生土

徳善
徳善北
徳善西午後 御幸町東　御幸町西　上野中大通　上野中部 大谷  佐連

26 火
午前 丸山町北　丸山町南　丸山町中　丸山町西 芝生

( 門所 上東 上西 )

茂地 尾越  杉ノ木
段地  安田

樫尾  小川  
栂の峰
古味

西岡
西岡向
東西岡午後 新山　新山第２　板野　イタノ団地 小川谷

27 水
午前 新生会　池南東２　池南東 芝生

( 中東 中西 栄町 )
大野

旭町
浜東  浜西

下瀬
栗枝渡
奥ノ井

後山
後山西
後山向午後 池南南　池南北　池南西

28 木
午前 東部　東部第２　中部１　中部２　土用 芝生

( 東町　東新町 )本町　仲町
信正

新町  仲ノ町
本町  

釜ヶ谷
中上  蔓原

今久保
閑定  中尾午後 西部第２　上ノ段　下ノ段　西部北　西部南　中津

1 金
午前 西山浜　落　舟原　中尾　下ノロウチ東　下ノロウチ西 芝生

(  西町　西新町  )坂ノ上  若芝台

八千坊  黒川 井関  向坂
流堂

九鬼  西山  
久保全域

善徳
午後 只安　安広　洞草　入体　峯ノ久保　木屋床 頼広

赤谷  平野

4 月
午前 本名上　本名下　五軒　黒川　宮石　大申下　大申上

出合　石内上　石内下　上尾後　下尾後
芝生

( 団地全域 )

深渕

国政 西新町西
西新町東

落合全域 善徳
午後 大利空　大利西　大利八幡　大利込　京田　西谷　山貝

千足 重実

5 火
午前 中津川　 北谷　 南谷　 小林　 越替　 大川南　

大川北　 正夫　 影野　 明瀬 太刀野

( 東川原全域 )

中野
有宮  白川 中村

三樫尾
菅生  名頃

一宇
田ノ内午後 高戸星　久保　中西南 光兼

6 水
午前 川崎込　川崎空東　川崎空西 太刀野

( 谷東　中条 )太刀野団地

仏子 女法寺  吉本
北内

一宇
田ノ内午後 中一　中二　漆川橋 尾又　粟山

7 木
午前 大田　久尾　宮平　国畑　梅ノ谷 太刀野

( 西の久保  原 )

大津　峯
出ノ上  森

尾井ノ内
戸ノ谷午後 北一　北二　北三 上西宇

8 金
午前 高毛　沼谷　大宗　有安　境谷 太刀野山

( 花園団地 )花園全域

水無　内六 近金  長尾
里川

冥地  重末
午後 林　和田　宮　中央　中西　上 赤野  柿野尾

11 月
午前 境宮　上浦　峯友　双子布　大泉 太刀野山

( 大屋敷　藤黒 )大平　中屋東
中屋西　栗林

津屋　平 相知
西井川坊

小祖谷
坂瀬  下名午後 朝日　堂面　日の出　天神　宮ノ下 平上

12 火
午前 大和川　フコヲベ　仙野　白地峰　敷ノ上 太刀野山

( 川又東 川又西 )田野々

上名影  羽瀬
須賀  末

午後 橋ノ谷　三好橋　城 大川
下名団地

13 水
午前 馬場東　馬場中央　馬場西 太刀野山

(土釜　井の久保)馬瓶　東谷
加茂野宮 ( 滝奥 )

日浦

午後 井ノ久保東　井ノ久保旭　井ノ久保栗野　井ノ久保上 下名影
南日浦

14 木
午前 ノロウチ下　ノロウチ中　ノロウチ上

午後 大西　中　栄　天神丁　北名　光陽台

※ 申告会場の混雑が予想されますので、可能な限り、日程表の日時に申告会場で申告を行ってください。

2 

月

3 

月

⑧
市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方

【
申
告
の
必
要
の
な
い
方
】

①
税
務
署
に
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
さ

れ
た
方

【
申
告
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
代
理
申
告
の
場
合
、
代
理

人
の
方
の
印
鑑
も
必
要
で
す
）

②
支
払
報
告
書
（
給
与
、
年
金
な
ど

の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
、
年
金

な
ど
の
支
払
報
告
書
）　

③
収
支
内
訳
書
（
営
業
所
得
お
よ
び

農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
収
支
の
経
費
が
わ
か
る
書
類
）

④
証
明
書
・
領
収
書
（
生
命
保
険
料
、

個
人
年
金
、
地
震
保
険
料
、
長
期
損

害
保
険
料
な
ど
の
証
明
書
や
、
社
会

保
険
料
お
よ
び
医
療
費
の
領
収
書
）

※
社
会
保
険
料
と
は
、
国
民
健
康
保

険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛

け
金
で
す
。

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
等

⑥
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
資
料
（
預
貯
金
通
帳
な
ど
）

【
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
】

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住

民
税
・
国
民
保
険
税
の
申
告
は
必
要

で
す
の
で
、申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
25
年
度
か
ら
の
市
県
民
税
の

主
な
税
制
改
正
事
項
の
お
知
ら
せ
】

①
生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

▽
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結

し
た
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
新
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締
結

し
た
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
旧
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
現
行
の「
一
般
生
命
保
険
料
控
除
」

「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」
に
加
え
、

介
護
・
医
療
保
障
を
対
象
と
し
た
契

約
の
支
払
保
険
料
に
つ
い
て
「
介
護

医
療
保
険
料
控
除
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

②
寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
「
都
道
府
県
・
市
区

町
村
に
対
す
る
寄
附
金
」「
住
所
地

の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日
本
赤

十
字
社
支
部
に
対
す
る
寄
附
金
」
に

加
え
、「
徳
島
県
お
よ
び
三
好
市
が

条
例
で
指
定
す
る
寄
附
金
（
平
成
24

年
以
降
に
支
出
し
た
寄
附
金
に
つ
い

て
適
用
）」
が
寄
附
金
税
額
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

平
成
24
年
度
11
月
号
市
報
お
よ
び
三

好
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
申
告
が
必
要

で
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要

の
な
い
方
は
、
市
で
住
民
税
の
申
告

を
す
れ
ば
、
個
人
市
県
民
税
の
寄
附

金
税
額
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
必
要
な
書
類
は
、
上
記
の
【
申

告
に
持
参
す
る
も
の
】
の
ほ
か
に
、
対

象
と
な
る
法
人
か
ら
の
「
寄
附
金
受

領
証
明
書
の
原
本
等
」
が
必
要
で
す
。

③
退
職
所
得
の
改
正

▽
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の

10
％
税
額
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
25
年
1
月
1
日
以
後
に
支
払

わ
れ
る
退
職
所
得
か
ら
廃
止
さ
れ
ま

す
）

▽
勤
続
年
数
が
５
年
以
内
の
法
人
役

員
等
に
つ
い
て
の
、
退
職
所
得
の
2

分
の
1
課
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
平

成
25
年
1
月
1
日
以
後
に
支
払
わ
れ

る
、
勤
続
年
数
が
５
年
以
内
の
法
人

役
員
等
に
つ
い
て
廃
止
さ
れ
ま
す
）

【
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
へ
】

　

徳
島
県
と
県
内
全
市
町
村
が
連
携

し
て
、個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収（
給

与
天
引
き
）
を
実
施
し
て
い
な
い
事

業
主
の
方
へ
、
特
別
徴
収
へ
の
移
行

を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

　

給
与
支
払
い
を
行
う
事
業
者
は
、

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場

合
、
地
方
税
お
よ
び
市
条
例
の
規
定

に
よ
り
原
則
と
し
て
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
実
施

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
従
業
員
の
方
々
の
利
便
性

や
法
律
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

特
別
徴
収
に
移
行
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度 

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
を
日
程
表
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

　
今
回
の
申
告
は
、
平
成
24
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
所
得
を
確
定
し
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す
る

た
め
に
重
要
な
申
告
と
な
り
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
な
い
方
は
、
各
種
申
請
手
続
き
に
必
要
な
「
所
得
証
明
書
」
な
ど
の
発
行
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
」
や
「
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
」
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利
な
取
扱
い
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
過
料
を
科
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
三
好
市
役
所
税
務
課
（
☎
７
２-

７
６
１
５
）
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「
条
例
の
検
証
と
改
正
」
っ
て
な
に
？

①
市
長
は
、
三
好
市
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
の
変
化
に
応
じ
て
こ
の
条
例
の

施
行
状
況
を
検
証
し
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
改

正
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

②
市
長
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
検
証
、

条
例
の
改
正
等
の
措
置
を
講
ず
る
に

当
た
っ
て
は
、
広
く
市
民
の
意
見
を

聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　

　

三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
検
証

と
改
正
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
実
効
性
の
あ

る
条
例
と
す
る
た
め
に
は
、
常
に
こ
の
条

例
の
理
念
や
原
則
が
市
の
施
策
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
基
本
条
例
そ
の
も
の
の
改
正

が
必
要
な
時
期
が
訪
れ
た
際
に
は
、
広
く

市
民
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
改
正
が
で

き
な
い
、「
誰
が
為
政
者
（
い
せ
い
し
ゃ
）

（
政
治
を
行
う
者
）
と
な
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
ル
ー
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

今
月
号
で
ひ
と
と
お
り
の
条
例
解
説
を
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
来
月
号
か
ら

は
、
特
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

条
文
に
つ
い
て
、
再
度
詳
し
く
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。　

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

詳しい内容は、三好市ホームページで公開中です。
ぜひご覧ください。
◀ QR コードからアクセスできます

シリーズ まちづくり基本条例 第二十六弾
「始めよう 市民主役の まちづくり」

三
好
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
紹
介
し
ま
す

平
成
24
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
「
三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
「
第
7
章　

条
例
の
検
証
と
改
正
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
原
因
と
し
て
「
逃
げ
遅
れ
」
が
６
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

死
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
６
月

１
日
よ
り
設
置
は
義
務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
れ
ば
、

１
日
も
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
ど
ん
な
も
の
？

▽
煙
式
警
報
器
…
煙
を
感
知
す
る
も
の
で
す
。

▽
熱
式
警
報
器
…
一
定
の
温
度
（
熱
）
を
感
知

す
る
も
の
で
す
。

台
所
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検
定
協
会

官
邸
合
格
証
）
の
つ
い
た
物
を
確
認
し

購
入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
？

▽
住
宅
の
寝
室
、
寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は

階
段
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▽
消
防
署
や
三
好
市
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

業
者
に
販
売
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

※
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
下
記
消
防
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先
】

み
よ
し
広
域
連
合　

消
防
本
部　

　

☎
７
６-

５
１
１
９

池
田
消
防
署 

☎
７
２-

０
１
７
７

西
消
防
署　

 

☎
８
６-

１
１
１
９

祖
谷
分
署　

 

☎
８
８-

５
５
５
１

東
消
防
署　

 

☎
７
９-

２
１
９
５

三
好
市
危
機
管
理
課

　

☎
７
２-

７
６
２
５

も
う
取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

■ 凍結しやすい箇所
北向きや風当たりの強いところ、家の屋外にある水道管や蛇口などに防寒対策が必要です。

■凍結を防ぐには
❶水道管に保温材もしくはタ
オル、古毛布などを巻き付け、
❷布が湿らないようにビニー
ルをかぶせて密閉し、❸上か
らビニールテープで固定して
ください。

■水道に関するお問い合わせ先
【池田・井川地区】三好市水道課（☎ 72-7626）、林浄水場 /休日・夜間（☎ 72-1520）
【三野地区】三野総合支所（☎ 77-4805）　　【西祖谷地区】西祖谷総合支所（☎ 87-2211）
【山城地区】山城総合支所（☎ 86-1150）　　【東祖谷地区】東祖谷総合支所（☎ 88-2211）

水道管の防寒対策はお済でしょうか？これから３月ごろにかけては寒さの厳しい時期となります。
凍りやすい場所の水道管はお早めに対策をお願いいたします。

水道の凍結にご注意ください

保
温
材

ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

タオルなど布

❶ ❸❷

前
文

第
1
章　

総
則

第
２
章　

市
民

第
３
章　

議
会
及
び
議
員

第
4
章　

市
長
及
び
職
員

第
5
章　

市
民
参
加
及
び

　
　
　
　

協
働
に
よ
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

第
6
章　

行
政
運
営
の

　
　
　
　

基
本
原
則

第
7
章　

条
例
の
検
証
と

　
　
　
　

改
正

三
好
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
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着
任
し
て
一
年
半
、
市
役
所
各
課

に
お
け
る
映
像
記
録
、
行
政
番
組
の

制
作
、
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
で
の

音
響
・
照
明
・
映
像
な
ど
舞
台
制
作

に
携
わ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

と
協
働
し
、
池
高
東
雲
祭
・
九
十
周

年
記
念
式
典
、
山
城
夏
祭
り
、
四
国

酒
祭
り
前
夜
祭
、
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

タ
な
ど
で
の
、
映
像
制
作
や
舞
台
制

作
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
は
、
視
聴
率
や
媒
体

効
率
が
す
べ
て
と
い
う
業
界
に
身
を

置
き
、
不
特
定
多
数
へ
の
訴
求
ば
か

り
を
考
え
て
い
た
自
分
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
一
年
半
の
取
り
組

み
は
一
転
し
て
、
た
っ
た
一
人
の
為

に
繋
い
だ
映
像
が
、
地
域
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
か
け
が
え
の
な
い

機
会
を
生
み
出
す
の
で
は
、
と
い
う

思
い
を
強
く
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
児
童
生
徒
が
出

演
す
る
、『
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
み
よ
し
サ
ウ

ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
プ
レ
ゼ
ン
ツ
卒

業
ラ
イ
ブ
』
で
は
、
７
台
の
カ
メ
ラ

で
収
録
・
編
集
し
た
、
全
３
時
間
に

渡
る
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
を
制
作
し
、
地

域
を
離
れ
る
生
徒
に
記
念
品
と
し
て

進
呈
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
阿
波
踊

り
の
時
期
に
帰
省
し
た
卒
業
生
の
一

人
か
ら
、「
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
、

何
度
も
見
た
。
自
分
も
い
つ
か
帰
っ

て
き
て
三
好
市
を
盛
り
上
げ
た
い
」

こ
ん
な
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

活
躍
で
き
る
発
表
の
場
を
作
り
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
応
援
し
、『
世
界

で
一
番
、
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
町
』

を
目
指
す
、
そ
ん
な
取
り
組
み
を
継

続
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑰

世
界
で
一
番 

子
ど
も
た
ち
が
輝
く
町

下
川  

徹

名
物
ひ
ら
ら
焼
き
と
鉄
道
ツ
ア
ー

　

昨
今
雪
が
舞
う
季
節
と
な
り
、
お

か
げ
さ
ま
で
無
事
２
回
目
の
冬
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
に
行
わ
れ
た
「
第
６
回

う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
今
や
三
好

市
の
郷
土
料
理
の
鉄
板
ネ
タ
と
な
り

つ
つ
あ
る
「
ひ
ら
ら
焼
き
」
を
出
店

し
ま
し
た
。

　

本
来
は
平
た
い
石
の
上
で
焼
く
の

で
す
が
、
保
健
所
の
指
導
に
よ
り
石

を
使
っ
て
は
提
供
で
き
ず
、
鉄
板
を

使
っ
て
焼
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
の
ひ
ら
ら
焼
き
と
は
異
な
る
た

め
、
一
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
懸

念
し
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ま
か
ら
た

く
さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
と
の
お
声

を
い
た
だ
き
、
大
変
励
み
に
な
り
ま

し
た
。

茂
泉 

賢
弥

　

ま
た
、私
の
得
意
分
野
で
あ
る
「
鉄

道
」
に
お
い
て
も
、
去
年
に
続
き
Ｊ

Ｒ
さ
ん
の
「
光
妖
怪
ト
ロ
ッ
コ
」
に

添
乗
し
、
お
客
さ
ま
へ
の
ご
案
内
に

努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
、
Ｊ
Ｒ
旅
行
セ
ン
タ
ー
の
方
と
合

同
で
、
三
好
市
内
で
鉄
道
写
真
撮
影

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
写
真

や
鉄
道
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
追
っ
て
三
好
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
ブ
ロ
グ
（http://

w
w

w
.iju-join.jp/chiikiokoshi/

blog/4077/

）
で
お
伝
え
し
ま
す
。

■
貸
与
条
件

①
三
好
市
内
に
住
所
を
有
す
る
父
ま

た
は
母
の
子
で
あ
る
こ
と
。た
だ
し
、

父
お
よ
び
母
が
共
に
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
本
人
が
三
好
市
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
ま
た
は
専
門
学
校
に

在
学
す
る
方
（
平
成
25
年
4
月
を
基

準
と
し
、
在
学
予
定
の
方
を
含
む
）

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
。

■
奨
学
金
貸
与
の
流
れ

経
済
的
理
由
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
者
は

奨
学
生
選
考
委
員
会
に
よ
り
審
査

し
、
採
用
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
奨
学
金
の
貸
与
額
（
月
額
）

・
高
等
学
校	

 

１
２
０
０
０
円

・
高
等
専
門
学
校	 

２
１
０
０
０
円

・
大
学
・
短
期
大
学

　

専
門
学
校　
　

４
４
０
０
０
円

■
貸
与
開
始

平
成
25
年
4
月
1
日

※
5
月
、
7
月
、
10
月
、
1
月
の
各

月
末
に
3
か
月
分
を
合
算
し
て
、
指

定
さ
れ
た
奨
学
生
本
人
名
義
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

■
貸
与
期
間

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業

年
限
が
修
了
す
る
ま
で
の
期
間

■
奨
学
金
の
返
還

貸
与
終
了
後
1
年
を
据
え
置
き
、
そ

の
後
10
年
以
内
に
返
還
し
ま
す
。（
無

利
子
）

■
申
請
方
法

指
定
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募
集
要
項
と
申
請
書
類
一
式
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
三
好
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.
m

iyoshi.ed.jp/)

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
申
込
締
切
日

平
成
25
年
3
月
12
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
池
田
町
サ
ラ
ダ
１
７
３
７
番

地
１　

三
好
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
奨
学
金
係

電
話　
　

７
２-

３
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２-

７
４
３
０

平成 25 年度 三好市奨学生募集
三好市奨学金制度は、経済的理由により修学が困難な方に対して奨学金を貸与することにより、修学の
機会を確保し、もって人材を育成することを目的としています。次のとおり奨学生を募集します。

祝 

百
歳
到
達

大西さんは、若い頃は農業を
されながら、趣味のカラオケ
や旅行などを楽しまれ、現在
は、ご家族と一緒に自宅で過
ごされています。「家族がよ
くしてくれるので長生きで
きました。」と笑顔で語って
くださいました。これからも
お元気でお過ごしください。

大西ヨシヱさん
（池田町漆川）

安藤さんは、現在市内の特
別養護老人ホームに入所さ
れており、この日は家族や
職員の方々が見守るなか市
や県から祝状などが贈られ
ました。若い頃は詩吟やカ
ラオケが好きで、施設で詩
吟を披露することもあった
そうです。

安藤 トメさん
（池田町西山）

12/3

鳥首さんは、市内の養護老人
ホームに入所されており、こ
の日は家族や職員の方々か
ら祝福を受けられました。健
康の秘訣は「食事は残さず全
部食べること」だそうです。
しっかり者で負けず嫌いな
鳥首さん、これからもお元気
でお過ごしください。

鳥首 ヒサミさん
（東祖谷古味）

12/1012/30

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
の
市
民
意
識
調
査
を
５
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
10
月
号
で
そ
の
主
な
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
11
月
号
か
ら
、

そ
の
他
意
見
に
つ
い
て
の
対
応
を
一
部
要
約
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
は

環
境
福
祉
部
お
よ
び
建
設
部
へ
の
意
見
と
対
応
を
掲
載
し
ま
す
。

【調査概要】三好市全域
を対象とし、20 歳以上
の市民 1,200 人（無作
為抽出）に調査票を送
付し、529 人（ 回収率
44.08％）から回答をい
ただきました。

市
民
意
識
調
査
の
意
見
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す

【
保
険
医
務
課
】

　
乳
児
医
療
に
し
て
も
小

学
校
3
年
生
修
了
ま
で
と

な
っ
て
ま
す
が
、
子
ど
も
を
持
つ

親
と
し
て
は
、
運
動
が
活
発
に

な
っ
て
い
く
3
年
生
以
降
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
医
療
は
平
成
24
年

10
月
よ
り
小
学
校
6
年
修

了
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
例

え
ば
、市
の
医
師
会
に
よ
る
夜
間
・

休
日
診
療
所
（
軽
症
を
対
象
）
の

開
設
、
運
営
な
ど
。

　
現
在
の
在
宅
当
番
医
制
を
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
県
立
三
好
病
院
と

連
携
を
と
り
、
救
急
医
療
体
制
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

【
長
寿
・
障
害
福
祉
課
】

　
障
害
が
あ
っ
た
り
、
病
気

の
た
め
に
役
所
へ
出
向
く

こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
に
対
応

で
き
る
方
法
を
制
度
化
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　
各
種
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
申
請
な
ど
に
つ
い
て
は
郵

送
に
よ
る
受
付
や
、
地
域
に
職
員

な
ど
が
出
向
き
、
高
齢
者
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
に

お
い
て
、
通
院
や
公
的
手
続
き
へ

の
同
行
支
援
や
手
続
き
の
代
行
な

ど
が
あ
り
、
地
域
生
活
支
援
事
業

に
も
移
動
支
援
事
業
が
あ
り
ま

す
。
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支

援
を
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
長
寿
・
障
害
福
祉

課
（
☎
７
２-

７
６
１
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　
障
害
の
あ
る
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
子

ど
も
に
も
お
年
寄
り
に
も
や
さ
し

い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
と

社
会
参
加
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

障
害
者
ト
イ
レ
の
設
置
や
、
障
害

が
あ
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

看
板
な
ど
の
取
り
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
関
係
課
と
協
議
し

な
が
ら
、
障
害
が
あ
る
方
や
高
齢

者
の
方
、
子
供
た
ち
に
も
優
し
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
課
】

　
毎
週
で
な
く
て
も
よ
い
か

ら
土
日
の
保
育
（
半
日
で

も
よ
い
）
を
し
て
ほ
し
い
。
で
き

れ
ば
祝
日
も
保
育
所
で
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
。
夫
婦
共
働
き

が
基
本
で
、
仕
事
を
探
し
た
ら
土

日
祝
日
勤
務
の
所
が
多
く
職
に
つ

け
な
い
。

　
三
好
市
内
全
保
育
所
で
の

土
日
祝
日
の
開
所
は
、
人

材
確
保
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
支
援
も
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
は
公
の
責
任
で
行

う
も
の
。
民
間
委
託
で
は

な
く
、
保
育
士
の
レ
ベ
ル
か
ら

い
っ
て
も
公
営
で
維
持
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
赤
字
は
当
た
り
前

で
、
そ
の
た
め
の
公
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
条
件
整
備
を
整
え

順
次
行
う
計
画
で
す
。

【
健
康
づ
く
り
課
】

　
児
童
の
予
防
接
種
（
例
え
ば

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）
の

補
助
を
し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

一
人
2
度
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
費
用
が
高
く
な
り
、
受

け
て
い
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
子
ど
も
全
員
が
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
半
額
で

も
補
助
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
三
好
市
で
は
、
子
ど
も

の
予
防
接
種
と
し
て
予
防

接
種
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
Ｂ
Ｃ

Ｇ
、
四
種
混
合
、
三
種
混
合
、
二

種
混
合
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
風
疹
、

日
本
脳
炎
に
つ
い
て
全
額
公
費
補

助
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
22
年
度
か
ら
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
、

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
も
全
額
公
費

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
重
症
化
し
や
す
い
疾
病
に
対

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、

国
に
お
い
て
公
費
補
助
で
の
予
防

接
種
の
追
加
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

ら
三
好
市
と
し
て
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

【
環
境
課
】

　
水
洗
ト
イ
レ
の
工
事
を
す
る

業
者
は
必
ず
、
市
が
県
に
届

け
出
を
し
て
作
業
す
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。
検
査
料
な
ど
を
支

払
わ
な
い
家
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

　
浄
化
槽
工
事
業
者
は
国
が

認
め
る
浄
化
槽
整
備
士
を

置
く
必
要
が
あ
り
、
県
知
事
が
登

録
を
行
う
と
浄
化
槽
法
で
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
申

請
時
に
検
査
申
込
契
約
書
・
領
収

書
の
写
し
を
添
付
し
て
い
だ
た
い

て
お
り
ま
す
。

　
先
日
の
日
曜
日
に
家
の
近

所
で
朝
早
く
か
ら
野
焼
き

を
し
て
い
る
人
が
い
た
の
で
市
役

所
に
連
絡
し
た
が
対
応
が
大
変
悪

か
っ
た
。

　
現
場
の
実
態
調
査
を
実
施

し
て
、
保
健
所
と
野
焼
き

禁
止
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
出
し
の
時
は
ネ
ッ
ト

を
か
け
て
い
ま
す
が
、
カ

ラ
ス
が
食
べ
荒
ら
し
て
い
ま
す
。

何
軒
か
の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
た
時
は

誰
か
が
掃
除
す
る
よ
う
で
す
。
市

で
大
き
な
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
単
位
で
集
積
箱

設
置
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
自
治
会
長
さ
ん
か
ら

申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

【
工
務
課
】　

　
山
間
部
の
道
路
は
落
石
が

度
々
見
ら
れ
る
。防
護
ネ
ッ

ト
な
ど
の
対
策
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

　
道
路
改
良
な
ど
に
つ
い
て

は
、
現
地
確
認
し
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
工
務
課
（
☎

７
２-

７
６
２
３
）
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
管
理
課
】　

　
耐
震
の
無
料
検
査
が
実
施

さ
れ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
情
報
が
周
知
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
現
在
の
耐
震
診
断
の
自
己

負
担
は
三
千
円
で
す
。
市

報
に
は
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
常
時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
山
道
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

走
り
、
道
が
悪
く
な
っ
て

い
て
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
る
。
直

し
て
欲
し
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い

る
。
外
灯
も
少
な
く
、
夜
の
運
転

が
危
な
い
と
思
う
。

　
道
路
補
修
な
ど
に
つ
い
て

は
、
現
地
確
認
し
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
管
理
課
（
☎

７
２-
７
６
８
１
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
地
籍
調
査
課
】

　
地
籍
調
査
を
早
く
し
て
ほ

し
い
。

　
地
籍
調
査
を
完
了
し
た
旧

三
野
町
を
除
き
、
今
年
度

は
池
田
２
地
区
・
井
川
・
山
城
・

西
祖
谷
・
東
祖
谷
各
１
地
区
の
計

６
地
区
で
調
査
を
実
施
し
、
平
成

23
年
度
末
現
在
の
地
籍
調
査
の
進

捗
率
は
約
39
％
で
す
。（
全
国
は

約
50
％
、
徳
島
県
は
約
30
％
）

　

地
籍
調
査
に
要
す
る
事
業
費

は
、
三
好
市
が
徳
島
県
全
体
の
約

20
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

四
国
一
の
広
大
な
面
積
で
あ
る
と

と
も
に
土
地
所
有
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
調
査
が
難
航
し
て
お

り
、
全
域
の
調
査
完
了
に
は
さ
ら

に
約
30
年
程
度
か
か
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
限
ら
れ
た
事
業
費

や
人
員
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
継
続
的
に
県
に
事
業
費

拡
大
の
要
望
を
行
い
、
全
域
の
地

籍
調
査
の
早
期
完
了
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お問い合わせ先
三好市行革推進室（電話 72-7629）
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見

意
見

意
見

意
見

意
見
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見
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見
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見
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見
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応
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応
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応
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応
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応
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応
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応
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応
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応

対
応
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国
保
財
政
の
し
く
み

国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
② 

国
保
の
し
く
み
と

医
療
費
負
担
割
合

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加

入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
病
院

や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
た
時
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
自
己
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
残
り
を
保
険
者
で
あ
る
三

好
市
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。（
図

①
参
照
）

　

そ
の
財
源
は
、
国
や
県
な
ど
か

ら
の
補
助
金
や
国
保
加
入
者
で
納

め
る
国
保
税
で
賄
う
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
②
参
照
）

図③ 平成 23 年度国保会計決算状況

図② 医療費の負担区分イメージ
前期高齢者交付金 自己負担分

・義務教育就学前：2 割
・義務教育就学以上 70 歳未満：3 割
・70 歳以上 75 歳未満：１割（※）
  （現役並み所得者は 3 割）
※法律では 2 割ですが、現在 1 割に据え
置きしています。

保険税（50％） 国・県負担金等（50％）

保険税
軽減分 保険税 県調整

交付金
国調整
交付金

療養給付費
負担金

国
保
会
計
の

決
算
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
決
算
で
見
ま
す

と
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
保
険

者
負
担
の
費
用
が
79
・
03
％
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
へ
の

拠
出
金
を
合
わ
せ
る
と
支
出
の

95
％
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
保
の
財
源
は
、
保
険

税
12
・
54
％
、
国
・
県
補
助
金
等

が
65
・
87
％
、
繰
越
金
等
は
15
・

92
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
図

③
参
照
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
国
保
財
源

は
、
医
療
費
の
支
払
い
に
見
合
う

保
険
税
収
が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

厳
し
い
運
営
が
続
い
て
お
り
、
今

年
度
は
繰
越
金
が
見
込
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
危
機
的
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
保
財
政
の

健
全
化
に
向
け
て

　　
今
日
で
は
が
ん
に
加
え
、
高
血

圧
、
腎
不
全
な
ど
生
活
習
慣
病

が
増
加
し
、
年
々
医
療
費
が
伸
び

て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

医
療
費
が
高
く
な
る
と
そ
れ
に
見

合
う
保
険
税
収
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
保
険
税
率
の
見
直
し
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

国
保
制
度
を
維
持
し
安
定
し
た

運
営
を
す
る
に
は
、
国
保
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
生
活
習
慣
を

振
り
返
り
、
運
動
や
食
事
な
ど
に

留
意
し
、
健
康
の
保
持
・
増
進
に

努
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
医
療
費
の
抑

制
（
節
約
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
意
識
と
努
力
が
、

健
康
を
も
た
ら
し
ま
す
。

歳 出
34億

3939万円

歳 入
37億

6781万円

国保税
4億7237万円
（12.54％）

国・県負担金等
24億8188万円
（65.87％）

一般会計繰入金
（法定内）
2億1366万円
（5.67％）

繰越金・その他
5億9990万円
（15.92％）

医療機関に支払った
保険負担分の費用
27億1825万円
（79.03％）

後期高齢者医療制度
などへの拠出費用
5億4180万円
（15.75％）

総務費
6755万円
（1.96％）

繰出金・
保健事業他
1億1179万円
　　（3.25％）

図① 国保のしくみ

保険者
（三好市）

国保連合会

被保険者
（加入者）

医療機関
（病院・薬局等）

保険証交付

保険税納付

医療費請求

連合会を通じて医療費支払い

審
査
結
果

診　
療

医
療
費
支
払

（
自
己
負
担
分
）

　
本
市
の
国
保
財
政
は
、
高
齢
者
割
合
の
増
加
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

年
々
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
事
業
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
の
取
り
組
み
に
加
え
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
国
保
の
制
度
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
国
保
財
政

の
し
く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
三
好
市
保
険
医
務
課
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

日時：2 月 9 日（土）14 時から
場所：池田総合体育館 サブアリーナ
演題・講師
① ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）について
　　白石 達彦（三好病院 内科医師）
② 胃がん・大腸がんの腹腔鏡下手術について
　　東島 潤（三好病院 外科医師）
③ がん化学療法について
　　辻井 大輔（三好病院 薬剤科薬剤師）
④ がん化学療法の看護について
　　岡崎 和世（三好病院 がん化学療法看護認 
      定看護師）
⑤ 放射線治療について
　　吉田 秀策（三好病院 放射線科医師）　

　平成 24 年 3 月、三好病院は「徳島県地域が
ん診療連携推進病院」に指定され、徳島県西部
のがん診療の拠点病院としての役割を担うこと
になりました。三好病院では従来からがん診療
を積極的に行っていますが、今回の市民公開講
座では、胃がんや大腸がんなどの消化器がんに
対して三好病院で現在行っている最先端の内視
鏡治療（内科・外科）を中心に、化学療法や今
後始める予定の放射線治療も含めてお話をさせ
ていただきます。入場料は無料です。多数の皆
さまのご来場をお待ち申し上げています。

県立三好病院院長　余喜多 史郎
お問い合わせ先：県立三好病院（電話 72-1131）
主催：徳島県立三好病院、共催：三好病院を応援する会

開催日：3 月 9 日（土）
場所：三好市池田総合体育館 サブアリーナ　
講師：園尾 博司 先生（川崎医科大学乳腺甲状腺外科教授・山城町出身）
お問い合わせ先：三好市保険医務課 医療担当（電話 72-7613）

県立三好病院からのお知らせ　〜市民公開講座を開催します〜
　　「三好病院で行っている消化管がんの最新治療」

三好市医師会による市民公開講座（三好市共催）
　　「講演会（乳がんについて）」を開催します

■
意
見
募
集
す
る
計
画

　

第
2
期
三
好
市
地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）

■
意
見
提
出
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

④
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方

⑤
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

■
公
表
方
法
お
よ
び
場
所

①
三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

②
三
好
市
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
で
の
冊
子
閲
覧

■
募
集
期
限

　

2
月
5
日
（
火
）
17
時
（
郵
便
に
よ
る
場
合
は
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

三
好
市
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課
へ
書
面
に
よ
り
、

持
参
・
郵
便
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
お
よ
び
市
の
考
え
方
の
公
表

　

提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
三
好
市
福
祉
事
務
所
地

域
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
窓
口
で
公
表
し
ま
す
。

■
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
福
祉
事
務
所 

地
域
福
祉
課

　

〒
７
７
８-

０
０
０
４

　

三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
４
７
６
番
地
1

　

電
話 

７
２-

７
６
３
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
２-

６
６
６
４

　

chiikifukushi@
 city.tokushim

a-m
iyoshi.lg.jp

三
好
市
地
域
福
祉
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

新しい年が皆様にとって良き年でありますよう
お祈り申し上げます。

平成25年の行事（決定事業）をご紹介いたします。
ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

謹んで新年のお喜びを
申し上げます

2013.1　1617　市報 みよし



▲「蔦監督」ドキュメンタリー映画の撮影風景

県
西
部
２
市
２
町
（
美
馬
市
・
三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）
を
エ
リ
ア
と
す
る

「
に
し
阿
波
観
光
圏
」
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
ま
た
次
期
観
光
圏
制
度

認
定
に
向
け
た
地
域
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
短
期
集
中
型
イ

ベ
ン
ト
『
に
し
阿
波
と
恋
す
る
時
間
』
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
に
し
阿
波
観
光
圏
エ
リ
ア
で
、
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

期間中に開催される
44 種のプログラムを
まとめたパンフレット
は、次の場所で手に入
れることができます

ご自由に
お持ち帰り
ください

三好市役所１階ロビー、三好市観
光課、各総合支所ロビー、三好市
観光案内所、道の駅各所（市内）

た
だ
漠
然
と
映
画
を
学
び
た
か
っ
た

　

と
く
に
き
っ
か
け
は
な
か
っ
た
ん
で

す
。
漠
然
と
映
画
を
学
び
た
い
な
あ
と

思
っ
て
、
東
京
工
芸
大
学
映
像
学
科
に
進

ん
だ
ん
で
す
。
で
も
、今
思
え
ば
幼
い
頃
、

町
に
映
画
館
は
な
か
っ
た
け
ど
「
子
ど
も

劇
場
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
公
民
館
な
ど

で
映
画
や
演
劇
を
よ
く
観
せ
て
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
影
響
し
て
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

地
元
を
舞
台
に
映
画
を
つ
く
り
た
か
っ
た

　

ず
っ
と
東
京
で
都
会
の
映
像
ば
か
り

撮
っ
て
い
た
か
ら
、
大
自
然
の
人
っ
子
一

人
い
な
い
よ
う
な
所
の
映
像
を
撮
り
た

か
っ
た
。
そ
の
思
い
か
ら
「
故
郷
三
好
市

を
舞
台
に
映
画
を
つ
く
り
た
い
」「
春
夏

秋
冬
、
移
り
行
く
美
し
い
山
の
季
節
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
祖
谷
し
か
な
い
」

と
思
っ
た
ん
で
す
。
都
会
で
は
映
画
を
撮

る
た
め
の
施
設
や
機
材
が
す
ぐ
借
り
れ
ま

自分が観たいものをどれだけ表現できるか

映画づくりは一番でっかい図工

今月の三好のこの人

映画監督

蔦
つ た

 哲
て つ い ち ろ う

一朗 さん
三好市池田町出身 28 歳

す
が
、
こ
ち
ら
で
は
そ
う
い
っ
た
面
で
苦

労
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
方
々
の
温
か
い

協
力
が
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

祖
谷
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

　

僕
は
演
技
的
な
部
分
よ
り
絵
に
力
を
入

れ
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。「
祖
谷
物
語-

お
く
の
ひ
と-

」
は
、
祖
谷
の
風
土
、
自

然
の
美
し
さ
、
人
々
の
暮
ら
し
や
た
く
ま

し
さ
、
そ
う
い
っ
た
魅
力
が
し
っ
か
り
映

像
で
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
詩

的
な
映
画
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
出
演
し
て
い
た
だ
い
て
る
の
も
見
ど

こ
ろ
で
す
。

蔦
文
也
の
人
間
性
に
迫
り
た
い

　

今
、「
蔦
監
督
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
メ

デ
ィ
ア
で
は
わ
り
と
讃
え
て
伝
え
ら
れ
て

い
た
祖
父　

蔦
文
也
。
だ
か
ら
、
孫
と
し

て
負
の
部
分
も
含
め
て
蔦
文
也
の
中
身
、

人
間
性
に
迫
る
映
画
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
で
も
結
局
「
本
当
に
野
球
が

好
き
だ
っ
た
人
」
な
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

い
つ
か
、「
蔦
監
督
」
を
実
写
化
し
た
ド
ラ

マ
も
作
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
図
工
が
大
好
き

　

総
合
芸
術
と
言
わ
れ
る
映
画
製
作
は
一

番
で
っ
か
い
図
工
で
す
。
自
分
の
思
い
描

い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
繋

げ
、
具
現
化
し
た
も
の
を
皆
さ
ん
に
観
て

い
た
だ
け
る
、
そ
れ
に
快
感
を
得
て
い
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
一
番
観
た
い

出会い ★ ときめき
三好のこの人  vol.4

「心ときめく 文化・交流の広場」の実現をめざして

このコーナーでは「文化でまちを元気にしよ
う」と活躍されている人を紹介していきます。

三好市文化交流推進課（☎ 72-7633）

も
の
を
ど
れ
だ
け
表
現
で
き
る
か
が
勝
負

な
ん
で
す
。
映
画
づ
く
り
は
時
間
と
の
戦

い
に
も
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
百
％

自
分
が
満
足
で
き
る
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
映

画
を
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
観
て
も
ら
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
何
か
し
ら
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
あ
と

願
っ
て
い
ま
す
。

三
好
市
で
国
際
映
画
祭
を
開
催
し
た
い

　

四
国
の
真
ん
中
に
あ
る
こ
こ
三
好
市
で

「
四
国
国
際
映
画
祭
」
を
開
催
し
、
海
外

で
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
映
画
や
、
実

際
に
監
督
や
役
者
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い

て
舞
台
挨
拶
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
ん

な
形
で
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
ん
で
す
。
遠
く
離
れ
た
映
画
館
に
出

向
い
て
行
っ
て
映
画
を
観
る
の
っ
て
大

変
。
も
っ
と
身
近
に
映
画
を
観
れ
る
環
境

が
あ
れ
ば
い
い
な
と
、
つ
く
る
立
場
だ
け

で
な
く
観
る
立
場
に
も
立
っ
て
お
手
伝
い

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
「
出
会
い
☆
と
き
め
き 

三
好
の
こ
の
人
」
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
、
タ
イ
ア
ッ
プ
放
送
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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三好市役所人権室  ☎72-7622

「
人
権
っ
て
？
」

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
持
つ

人
が
ひ
と
ら
し
く
生
き
る
権
利

す
べ
て
の
人
が

幸
せ
に
な
れ
る
権
利

そ
れ
が
人
権
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
人
権
侵
害
は

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は　

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で

大
切
な
も
の
で
あ
り
、
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
幸
せ
を
思
い
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
々
守
ら
れ
て
い

く
べ
き
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
幸

せ
に
生
き
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
し

て
大
切
な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

2013

人権侵害のない三好市をめざして

す
。
し
か
し
、
人
権
侵
害
は
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
じ
、
差

別
や
虐
待
・
い
じ
め
な
ど
の
人
権

侵
害
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

昨
年
は
市
報
「
こ
ん
に
ち
は
人
権

室
」
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
障
が

い
者
の
人
権
・
ハ
ン
セ
ン
病
・
同

和
問
題
・
無
縁
社
会
な
ど
を
取
り

上
げ
、
紙
面
を
と
お
し
て
理
解
を

求
め
る
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
を
開
催
し
「
人
は

何
か
の
使
命
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
人
の
痛
み
が

わ
か
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
啓
発
活
動
は
人
の
心
の

意
識
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
る

た
め
、
成
果
自
体
が
空
気
的
存
在

で
す
。
何
も
起
こ
ら
な
く
て
当
た

り
前
、
何
か
が
起
き
る
と
人
権
啓

発
が
、
と
な
り
ま
す
が
、
常
に
温

か
い
空
気
が
流
れ
る
よ
う
努
力
が

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
に
お
い
て
は
、
人
権
問

題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
、
啓

発
活
動
の
推
進
を
目
的
に
平
成
18

年
、
三
好
市
人
権
推
進
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
以
降
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

近
隣
問
題
・
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
平
成
25
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
偏
見
や
差
別
に
気
づ
く
感
覚

な
ど
日
常
生
活
の
中
で
人
権
を
尊

重
で
き
る
よ
う
人
権
意
識
に
重
点

を
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で

悩
ん
で
い
る
方
を
救
済
し
、
一
人

で
苦
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

救
済
窓
口
の
強
化
を
目
標
に
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

人
権
侵
害
救
済
の
窓
口
は
、
家

庭
内
の
暴
力
や
虐
待
は
児
童
相
談

所
や
警
察
、
労
働
の
場
で
生
じ
る

も
の
に
つ
い
て
は
労
働
基
準
監
督

署
・
機
会
均
等
調
停
会
議
や
都
道

府
県
の
労
政
事
務
所
、
福
祉
の
場

で
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
は
地
方

自
治
体
や
精
神
医
療
審
査
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
法
務

局
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
好
市
に
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
16
名
の
人
格

見
識
に
優
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
を

救
済
し
人
権
擁
護
を
め
ざ
し
、
人

権
相
談
を
は
じ
め
人
権
啓
発
活
動

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
み

な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
が
自
分

ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
人
間
と
し
て
の
誇
り

を
も
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

を
認
め
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り

を
持
っ
て
尊
重
し
合
え
る
社
会
を

つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 25 年度の臨時職員・常勤短時間勤務
（パート）職員・嘱託員を次のとおり募集しま
す。上記の職員は、三好市では登録制となっ
ており、勤務を希望する方を募集して登録を
し、依頼する業務が発生した段階で、登録者
の中から適正や能力を判断し、採用をするこ
ととしています。

【応募資格】
① 平成 25 年 4 月 1 日現在、満 18 歳以上で、
地方公務員法欠格条項に該当しない方
② 職種に必要な資格、免許を有する方。また
は平成 25 年 3 月 31 日までに取得見込の方
③ 三好市市税および国民健康保険税の滞納がな
い方
【募集要項、登録申請書等の請求】
1 月 11 日以降の平日午前 8 時 30 分から午後
5 時 15 分の間に三好市役所 3 階総務課人事
室もしくは各総合支所の窓口でご請求ください。
【応募方法】
申請書等にご記入のうえ、三好市役所総務課
人事室または各総合支所の窓口にご提出くだ
さい。
【受付期間】
2 月15 日までの午前 8 時 30 分〜午後 5 時
15 分の間。（土日祝日を除く）郵便による申込
の場合は、2 月15 日までの消印のあるものに
限り受付をします。送付先は総務課人事室のみ
です。
【その他】
① 勤務地は予定ですので、平成 25 年 4 月以
降において変わる場合があります。
② 賃金の額は月額（時給）の上限であり、勤
務時間、資格の有無などによって異なります。
平成 24 年 4 月 1 日現在を基準として例示し
ています。
③ 詳しい内容は、三好市ホームページ（http://
www.city-miyoshi.jp/) をご覧ください。

■ 臨時職員
職　種 業務内容 資格等 勤務地（予定） 月額賃金（上限）

事務
補助員

一般事務補助員 運転免許（普通） 三野 池田 山城 
東祖谷 西祖谷 144,500 円

事務補助、手話通訳 手話通訳士 池田 155,700 円

医療事務 実務経験者
山城（大歩危） 155,700 円

東祖谷 144,500 円
保育士 保育所での保育 保育士 市内全域 155,700 円
幼稚園
教　諭 幼稚園での保育 幼稚園教諭 市内全域 155,700 円

幼稚園
支援員 幼稚園での生活支援 運転免許（普通） 市内全域 144,500 円

特　別
支援教育
支援員

小中学校での教育支援 教員免許
市内全域

155,700 円

小中学校での生活支援 運転免許（普通） 144,500 円

看護師
医療機関での看護業務

看護師 
准看護師

三野（夜勤あり）
山城 西祖谷

164,800 ～
240,700 円

老人福祉施設での看護業務 西祖谷 164,800 ～
171,200 円

診療放射
線技師

医療機関での診療放射線業
務 診療放射線技師 三野

164,800 ～
240,700 円理学

療法士 医療機関での理学療法業務 理学療法士 三野

助産師 妊婦指導・乳児健診 助産師 池田
保健師 保健師業務 保健師 池田 164,800 円
栄養士 老人福祉施設での栄養業務 栄養士 西祖谷 155,700 円
管　理
栄養士 栄養指導業務 管理栄養士

栄養士 池田 164,800 円

看護助手 医療機関での看護補助業務
（夜勤あり） 三野 144,500 円

調　理
補助員

給食センター等での調理 調理師 三野 池田
東祖谷

155,700 円
老人・児童福祉施設での調
理（変則勤務） 調理師 市内全域

介護員 老人福祉施設での介護
（変則勤務・夜勤あり） （ヘルパーなど） 井川 155,700 円

土木作業
補助員 道路補修作業等 運転免許（普通） 池田 東祖谷 144,500 円

清掃作業
補助員

ゴミ収集車運転および回収
分別作業 運転免許（普通） 池田 井川 144,500 円

■ 常勤短時間勤務（パート）職員
職　種 業務内容 資格等 勤務地（予定） 時給（上限）
保育士 保育所での保育補助 保育士 市内全域 1,112 円
幼稚園
教　諭

幼稚園での補助または午後
保育 幼稚園教諭 市内全域 1,112 円

幼稚園
支援員 幼稚園での生活支援 運転免許（普通） 市内全域 1,032 円

特別支援
教育

支援員

小中学校での教育支援 教員免許 市内全域 1,112 円

小中学校での生活支援 運転免許（普通） 市内全域 1,032 円

学校用務
補助員 小中学校での用務 運転免許（普通） 市内全域 1,032 円

調　理
補助員

給食センター等での
調理補助 調理師 山城 東祖谷 1,112 円

給食運搬
補助員 給食運搬補助 調理師

運転免許（普通） 山城 井川 1,112 円

運転手 給食配送 運転免許（普通） 三野 1,032 円

■ 嘱託員
職　種 業務内容 資格等 勤務地（予定） 月額賃金（上限）
外国語
通訳員 外国人観光客誘致補助業務 語学力（英語） 池田 184,200 円

徳
島
県
臨
時
的
任
用
職
員

選
考
試
験

　
県
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
平
成

25
年
度
に
臨
時
的
な
業
務
に
従
事
す

る
臨
時
的
任
用
職
員
の
選
考
試
験
お

よ
び
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
徳

島
県
臨
時
的
任
用
職
員
選
考
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

【
試
験
日
時
】

2
月
3
日  

8
時
40
分
〜
12
時
30
分

【
試
験
場
所
（
教
養
・
適
性
）】

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

【
申
込
方
法
】

①
臨
時
的
任
用
職
員
選
考
試
験
申
込

書
お
よ
び
官
製
は
が
き
1
枚
を
提
出

②
身
体
障
害
者
の
方
は
「
身
体
障
害

者
対
象
」
の
臨
時
的
任
用
職
員
選
考

試
験
申
込
書
と
官
製
は
が
き
1
枚
を

提
出

【
提
出
期
限
】

1
月
25
日
（
24
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
受
付
は
1
月

18
日
ま
で

【
提
出
方
法
】

徳
島
県
経
営
戦
略
部
人
事
課
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送 

※
郵
送
の
場
合
、
封

筒
の
表
に
「
臨
時
的
任
用
職
員
選
考

試
験
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
貼

付
）
を
同
封

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
島
市
万
代
町
1
丁
目
1
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
人
事
課

電
話 

０
８
８-

６
２
１-

２
３
５
８

ひとりで悩まずに
まずはご相談ください

みんなの人権110番
☎0570-003-110

子どもの人権110番
☎0120-007-110

女性の人権ホットライン
☎0570-070-810

三好市臨時職員等募集

お問い合わせ先  三好市役所総務課人事室 〒 778-8501 三好市池田町シンマチ1500 番地 2（電話 72-7624）
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中央図書館
［一般書］■平和の毒、日本よ／石原慎太郎 ■乾物料理
読本／ベターホーム協会 ■お友だちからお願いします／
三浦しをん ［児童書］■月の満ちかけ絵本／大枝史郎 
■夜明けの落語／みうらかれん ［絵本］ ■メガネをかけ
たら／くすのきしげのり ■あっ でちゃった／成重伸昭

井川図書館
［一般書］■明日のことは知らず／宇江佐真理 ■青春ぱ
んだバンド／瀧上耕 ■教科書が教えてくれない日本の
領土の歴史／晋遊舎ムック ［児童書］■きつねのまくら
／やすいすえこ ■よみがえる金次郎／漆原智良 ■まん
がでわかる偉人伝 日本を動かした 202 人／よだひでき 

新着図書の紹介

Books

［一般書］井川図書館

春はそこまで
著者：志川節子 
近くに新興の商店街ができて商売
に陰りの見える風待ち小路。若い２
人の恋と、街の活性化のために催さ
れた素人芝居の意外な顛末とは…。
江戸の商店街の人々を生き生きと活
写する時代小説の逸品。

■ 2 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日　11 時〜11 時 30 分
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜11 時
・図書リサイクル会［中央図書館］
　　日時：2 月 7 日〜17 日　10 時〜18 時
　　場所：三好市中央図書館  市民ギャラリー

■ 2 月の休館日
・中央図書館：毎週水曜日、18 日〜 21 日（蔵書点検）
・井川図書館：毎週火曜日　

■ 巡回配本日程（2 月）
   4 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小
   5 日　池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）
　 7 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小
   8 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小
　12 日　山城 - 政友小 - 大野小
　14 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 東祖谷保育所 - 東祖谷小
　15 日　西祖谷 - 檪生小　 山城 -下名小 - 山城荘前
　18 日　池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小 
　19 日　池田 - 馬路小 - 白地小
　21日　井川 - 井内小 - 西井川小
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・都合により巡回日・時間等が変更になる場合がござ

います。ご利用になられる方は、三好市中央図書館（☎
72-2781）までお問い合わせください。

■ 1 月の臨時休館のお知らせ［中央図書館］　
特別館内整理日のため1 月 28 日（月）は休館いたします。

■館内展示のご案内［井川図書館］
県展入選者 為実美恵子さん油絵展を開催しています。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］中央図書館
僕は、そして僕たちはどう生きるか
著者：梨木香歩
春の朝、土壌生物を調べにいった近
所の公園で、叔父のノボちゃんにばっ
たり会った。そこから思いもよらぬ１
日が始まり…。少年の日の感情と思
考を、清 し々い空気の中に描く新・青
春小説。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健セン
ターで、グランドゴルフ・ヒーロー
養成野球は吉野川運動公園です。
ご興味のある方はお問い合わせ
ください。
☆都合で曜日や時間が変更にな
る場合がございます。

いけだスポーツクラブ 2 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jrバレーボール 4・18・25
ヒーロー養成 バレー 問い合わせください
ヒーロー養成 野球 2・9・16・23
キッズサッカー＆フットサル 2・9・23
Ｊｒ．ハンドボール 5・12・19・26
カワイげんきアップ体操 9・23・17

史跡巡りウオーキング 21（池田町内）

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 4・18・25
ヨーガ木曜コース 7・21
肩こり予防＆リフレッシュ体操 1・15
フィットネスプログラム
ビギナーズ /トータル 25

社交ダンス 9
障害者フライングディスク 14
レッツ体力づくり 27
さわやかママさん体操教室 14・28

三木 琴
こ と ね

音 ちゃん
2 歳おめでとう☆いつ
も可愛い琴ちゃん！元気
いっぱい大きくなぁれ♡

池田 2才

川原 梓
あ す か

翔 ちゃん 
2 歳おめでとう！
これからもお兄ちゃん
ズと仲良くね♪

山城 2才

森下 希
の ぞ み

望 ちゃん
1 歳おめでとう！これ
からも健康で、家族み
んなを笑顔にしてね♡

池田 1才

森 勇
ゆうせい

惺 ちゃん
3 歳おめでとう♪これか
らもいっぱい遊んで、妹
とも仲良しでいてね☆

池田 3才

あけましておめでとうございます。 元気な市民のお手伝い、
いけだスポーツクラブをよろしくお願いいたします。

日浦 陽
は る か

香 ちゃん
歌 の 大 好 き な 陽 ち ゃ
ん。明るく、元気に育っ
てね。　

井川 2才

菅井 奏
か な と

音 ちゃん
お誕生日おめでとう！
いっぱいあそぼうね♪
音彩ねえねえより♪

池田 1才

土岐 眞
ま こ

子 ちゃん
いつも笑顔をありがと
う。幸せいっぱい、大
きくなぁれ♡

池田 1才

頭師 碧
あ お と

杜 ちゃん
いつもニコニコ笑顔の
碧杜くん♪これからも
元気に大きくなってね☆ 

池田 1才

2月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） ④生年月日 ⑤保護
者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単なコメント（30 字程度。文字数が多い
場合は一部修正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提供の可
否、を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名記入）を三好市秘書広報課まで
お送りください。2 月号の締切は 1 月 20 日です。
★あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブルテレビで放送されて
います。ケーブルテレビへの情報提供にご協力をお願いします。★写真はト
リミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。★デジ
カメ等の場合は、データを秘書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメール

（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

前田 大
や ま と

翔 ちゃん
おめでとう★いつも笑わ
せてくれてありがとう！
将来期待してます ww

井川 2才

中峰 唯
ゆ い と

斗 ちゃん 
唯斗、3 才おめでとう！
今 年 も 楽 し い 思 い 出
いっぱい作ろうね！

池田 3才

大西 有
あ る と

人 ちゃん
お誕生日おめでとう！
おちゃらけな あるとが 
みんな大好きだよ♡

井川 3才

中川 瑠
る な

奈 ちゃん
ルナちゃん、1 歳おめ
でとう !! 明るく元気に
スクスク育ってネ♥

池田 1才

天野 心
こ こ あ

愛 ちゃん
2 歳おめでとう♡歌や本
が大好きな心愛ちゃん。
元気に大きくなってね♪

池田 2才

宮西 京
け い と

冬 ちゃん 
これからも元気でかわ
いく大きくなってね。

三野 3才

影本 一
か ず き

輝 ちゃん
かーくんは家族の宝物
です。これからもすこや
かに育ってくださいね。

池田 1才

吉内 虹
こ の

音 ちゃん
おめでとう♥歌や踊りが
大好き♪沢山食べて元気
もりもりアンパンマン☆

池田 1才

Happy Birthday

1 月

池
田
総
合
体
育
館
よ
り

利
用
者
会
議
の
お
し
ら
せ

　　

平
成
25
年
度
、
広
域
規
模
の

事
業
計
画
を
お
持
ち
の
団
体
を

対
象
に
利
用
者
会
議
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
対
象
施
設
は
、
三

好
市
池
田
総
合
体
育
館
（
会
議

室
の
み
の
事
業
は
除
く
）
と
三

好
市
吉
野
川
運
動
公
園
で
す
。

　

希
望
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め

事
業
計
画
な
ど
を
提
出
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
議
日
時
▼
3
月
11
日
（
月
）

18
時
〜
吉
野
川
運
動
公
園
に
つ

い
て
、
19
時
〜
池
田
総
合
体
育

館
に
つ
い
て
の
利
用
者
会
議
を

行
い
ま
す
。

場
所
▼
池
田
総
合
体
育
館

申
請
方
法
▼
所
定
の
様
式
に
よ

り
申
請
。
事
務
所
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
計
画
書
様
式
な
ど
を

送
信
い
た
し
ま
す
。

【
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

 ikesoutai @
 yahoo.co.jp

受
付
期
間
▼
1
月
21
日
（
月
）

～
2
月
28
日
（
木
）

提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
▼

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館
指
定

管
理
者
い
け
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
７
２-

５
７
５
５
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

蔦監督ら祖谷物語試写会で舞台挨拶
　池田町出身の映画監督蔦哲一朗さんが、祖谷
地方を舞台に制作した映画「祖谷物語～おくのひ
と～」が完成し、12月27日、東祖谷歴史民俗資
料館で試写会が行われ、多くの人が来場しました。
　蔦監督からは「映画を通して普段見ることのな
い新しい祖谷の魅力を感じてもらいたい」と舞台
挨拶があり、主演を務めた武田梨奈さんからは「作
品を通じて地元の方々の温かさに触れ感動しまし
た」と感想が述べられ、訪れた地域住民らを前に
映画の魅力が語られました。また、28日には中央
公民館でも試写会があり、雄大な自然を舞台とし
た映像や物語に来場した観客は見入っていました。

一足早いクリスマス

　三好市中央公民館で 12 月 15 日、
クリスマスおはなし会が行われまし
た。会場にはキャンドルやクリスマ
スツリーなどが飾り付けられクリス
マス模様一色でした。
　いけだコスモスの会による読み聞
かせやパネルシアター、池田高校の
生徒らによるおはなしクイズなどに
会場は盛り上がり、子どもたちの笑
顔でいっぱいでした。最後にはサン
タさんも登場し、お菓子をもらった
子どもたちは大喜びで、一足早いク
リスマスを楽しみました。

三好市のそばを味わって

　三好市そばまつりが 12 月 16 日、
池田町の商業施設駐車場で開催され
ました。高齢化などにより生産が年々
減少している三好市のそばづくりを
応援しようと設立された「三好市そ
ばづくり協議会」が、協議会の活動
を広く知ってもらおうと主催したも
ので、この日は地元三好市で収穫さ
れた新ソバを使って調理された「祖
谷そば」を無料で振る舞いました。
会場は次々に訪れる買い物客らでに
ぎわい、用意された 500 食は 1 時間
半ほどで終了しました。

がんばる高齢者を顕彰

　徳島県は、地域で活躍する「がんば
る高齢者」と、心身ともに元気な「元
気高齢者」を11 月 22 日に県庁で顕
彰しました。三好市では「がんばる高
齢者」として三野町太刀野の西川勇さ
ん（80 歳）が顕彰されました。
　西川さんは、徳島県身体障害者相
談員として積極的に活動されるかたわ
ら、地元老人クラブ会長を務め、ひと
り暮らし高齢者の見守り活動など高齢
者のリーダーとして活動されています。
おめでとうございます。これからもお元
気でご活躍いただきたいと思います。

 地域の安全を守る 消防団活動

　平成 24 年の 12 月 26 日から 30 日までの間、三好市の各消
防団が一斉に年末警戒を行いました。
　年末警戒は、年末の慌しさに加え火気を取り扱う機会が多く
なることから、警戒態勢を強化するとともに地域住民に火災予
防を呼びかけるため、毎年実施されているものです。市内各地
域の消防団では消防車によるパトロールや、地域を歩き火の用
心を呼びかけるなど、寒さの厳しい中、地域の安全・安心確保
のために頑張ってくださいました。

保健センターで健康増進フォーラム

　12 月 9 日、三好市保健センターで三好市健康増進フォーラ
ムが開催されました。フォーラムでは、香川県立中央病院呼
吸器外科部長の青江基先生を迎え、「それでもあなたはタバコ
を吸いますか」と題した講演があり、タバコが私たちの健康
に及ぼす影響について参加者は熱心に耳を傾けていました。
　また、保健師らによる骨密度やストレス度測定、呼気一酸
化炭素測定など健康チェックコーナーもあり、健康増進に関
わる理解を深めました。

山城小で三世代交流深める

　12 月 6 日、山城小学校で三世代
交流学習会が行われ、児童と地域の
お年寄りらが運動や工作などさまざ
まな体験で交流を深めました。
　6 年生は山城にあった敵機を警戒
する監視哨について学び、お年寄り
の方から戦争中の体験や生活につい
て話しを聞いたり、地域おこし協力隊
の下川さんが撮影した戦跡の映像を
見たりしました。学習後の児童からの
お礼の言葉では「戦争の怖さをあらた
めて感じ、平和な世界を作っていける
よう努力したい」と話していました。

防災意識を教育の現場へ

　三連動地震への学校現場での対応
にあたり、徳島県防災人材育成セン
ターと三好市教育委員会の共催によ
り「小中学校教員を対象とした防災
教育研修会」が 12 月 12 日、三好
市保健センターで開催されました。
　防災教育の指導力向上を図るため
のこの研修会では、防災人材育成セ
ンターの田村浩康課長補佐より児童
生徒の防災啓発にかかる講義が行わ
れ、参加した教師らは防災教育の進
め方や授業での教材などについて熱
心に耳を傾けていました。

みんなで築こう 人権の世紀

　人権週間（12 月 4 日～ 10 日）にあ
わせた街頭啓発が 12 月 5 日、市内商
業施設前において実施されました。
　市民のみなさんに人権問題に対す
る理解と認識を深めていただくため
に市人権擁護委員らがチラシや啓発
グッズなどを配布し、人権の大切さ
を伝えました。当日は人権イメージ
キャラクターの「人 KEN まもるくん・
人 KEN あゆみちゃん」も駆けつけ
街頭啓発に花を添えました。今後も
年間を通じて人権問題への関心を深
めるよう啓発活動を行います。

【お詫びと訂正】 先月号の「俵市長へ計画案を答申」の記事において誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
　　　　　　　  5 行目　〈誤〉山中秀生委員長　　〈正〉山中英生委員長
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みよし広域連合

法律相談
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社協 法律相談
日時▼ 2 月 1 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼社協本所・
池田支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 2 月 14 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 2 月 20 日　山城総合支所
 2 月 21 日　社協三野支所
 2 月 21 日   社協西祖谷支所　
 ※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜 12 時）
（山城・西祖谷・東祖谷13時〜15時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

三好市行政相談
相談は無料で秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
 2 月 1 日   井川総合支所
 2 月 6 日   東祖谷 祖谷の歴史館
 2 月 14 日　西祖谷総合支所
 2 月 14 日   三好市役所　
 2 月 19 日   三野公民館
 2 月 20 日   山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

消費者トラブル
相談窓口

　安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、ご
相談ください。相談料無料、秘密厳守
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日 10 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

四国一斉 法務局休日相談所
　より多くの皆様に親しみを持って
法務局をご利用いただくため、無料
相談所を開設します。
日時▼ 1 月 27 日（日）10 時～ 15
時（予約制、予約に空きがある場合
はご相談をお受けします）
場所▼徳島地方法務局 美馬支局（美
馬市脇町）
相談内容▼登記、供託、戸籍、人権
に関する相談全般
相談担当者▼法務局職員、司法書士、
土地家屋調査士、人権擁護委員
予約申込▼徳島地方法務局美馬支局

（ ☎ 0883-52-1164） へ 1 月 23 日
17 時までにお申し込みください。
お問い合わせ先▼徳島地方法務局総
務課（☎ 088-622-4318）

人権相談
相談日・相談場所▼
 2 月 1 日   井川総合支所
 2 月 4 日   東祖谷 祖谷の歴史館
 2 月 13 日　老人福祉センター（西祖谷）
 2 月 14 日   三好市役所　
 2 月 19 日   三野公民館
 2 月 20 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼
三好市市民課人権室（☎ 72-7622）

庵治石をはじめ、国産石多数展示中！
和墓、洋墓等多くのデザインと石種の
中からお選び頂けます。

そば販売店一覧チラシに
お店を掲載してみませんか

　このたび、三好市のそばづくりに
適した環境を活かして、そばの振興

（生産・販売・消費などの拡大）を
図り、産業活性化につなげるため、
そば関係者・徳島県・三好市が三好
市そばづくり協議会を設立いたしま
した。
　今後、会の広報活動を行ううえで

「そば販売店の一覧チラシ」を作成
し、イベントや各機関で配布しよう
と考えております。つきましては、
チラシへ掲載希望の事業所がござい
ましたら下記までご連絡いただくよ
うお願いいたします。掲載予定項目
は、屋号・商店名、住所、電話番号、
営業時間、定休日、駐車場台数など
です。
２月作成分申込締切▼ 1 月 25 日
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

放送大学  4 月入学生募集
　放送大学はテレビなどの放送やイ
ンターネットを利用して授業を行う
通信制の大学です。働きながら学ん
で大学を卒業したい、学びを楽しみ
たいなど、様々な目的で幅広い世代、
職業の方が学んでいます。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然科学
など、幅広い分野を学べます。
　4 月入学生を募集しています。詳
しい資料を無料で送付いたしますの
で、お気軽にお問い合わせください。
出願期間▼ 2 月 28 日まで
お問い合わせ先▼放送大学徳島学習
センター（☎ 088-602-0151）

求職者支援訓練
受講生募集

　パソコンの基本操作や、職種に関
係なく使える能力（Word・Excel・
PowerPoint・ホームページ作成な
ど）を習得します。初心者でも安心
して学べるように基本から応用まで
の学習内容で、実践的な技術を学べ
る講座です。
資格目標▼ MOS（マイクロソフト
オフィススペシャリスト）、Word・
Exce12010
訓練期間▼ 3 月 4 日〜 6 月 3 日
受講料▼無料（テキスト代、検定受
験料は自己負担）
募集定員▼ 15 名
訓練場所▼三好市ふるさと交流セン
ター（井川町）
申込期間▼ 2 月 1 日まで
受講対象者につきましては、条件が
ありますので、詳しくはハローワー
クでご相談ください。
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

相 談

募 集

県立テクノスクール
4 月入校訓練生募集

訓練科▼中央校（理容科、美容科、
金属技術科、木工技術科、機械技術
科、※電気環境システム科）、南部
校（塗装技術科、※自動車整備科）、
西部校（住宅建築科、電気工事科、
※車体整備士科）
対象▼中学校卒業者（理容科・美容
科は 35 歳以下、※は高卒以上対象）
申込期間▼ 1 月 16 日まで
入学願書の用紙は各テクノスクール
およびハローワークにあります。
お問い合わせ先▼産業人材育成セン
ター（☎ 088-621-2346）
・徳島（☎ 088-631-1474）
・鳴門（☎ 088-686-4752）
・阿南（☎ 0884-26-0250）
・西部（☎ 0883-62-3067）
・中央（☎ 088-678-4690）

小学生〜高校生のための
春休み海外派遣　参加者募集

　文部科学省所管の㈶国際青少年研
修協会では、春休みに青少年を対象
に国際交流事業を実施いたします。
体験を通して、お互いの理解や交流
を深め、国際性を養うことを目的に
実施します。
日程▼ 3 月 24 日～ 4 月 5 日、9 〜
12 日間（事業により異なる）
内容▼ホームステイ、ボランティア、
文化交流、学校体験、英語研修、地
域見学、野外活動など
派遣先▼アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ，ニュージーラ
ンド、カンボジア、フィジー
対象▼小 3 〜高 3

献血にご協力を
お願いします

【1 月 29 日（火）】
① 三好市役所駐車場
　 9 時 40 分～ 11 時 30 分
② 四国電力（株）池田支店駐車場
　 13 時～ 16 時
お問い合わせ先▼三好市健康づくり
課（☎ 72-6767）

保健・福祉 申込締切▼ 2 月 4 日
その他▼全国各地で参加費など異な
りますので、お問い合わせください。
お問い合わせ先▼財団法人国際青少
年研修協会（☎ 03-6459-4661）
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原動機付自転車・軽自動車などの
廃車手続きを忘れずに

　軽自動車税は、毎年 4 月 1 日現在
に原動機付自転車、小型特殊自動車、
軽自動車、軽二輪車および二輪の小
型自動車を所有されている方に課税
されます。
　軽自動車税には、普通自動車税の
ような月割課税制度がないため、4
月 2 日以降に廃車や譲渡をしてもそ
の年度分の軽自動車税を納めること
になり、払い戻しはありません。
　故障や継続検査切れなどで車両を
使用しなくなったとき、他人への譲
渡やスクラップや盗難などで車両を
所有しなくなった場合は、３月中に
廃車の手続きを行ってください。
原動機付自転車・小型特殊自動車

（125cc 以下）▼所有者・使用者の
印鑑、ナンバープレートを持参し、三
好市税務課または各総合支所へ申告
軽自動車（660cc 以下）・軽二輪車

（126 ～ 250cc）▼徳島県軽自動
車協会（☎ 088-641-2010）へ申告
二輪の小型自動車（251cc 以上）▼
徳島運輸支局（☎ 050-5540-2074）
へ申告
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614）

　 新卒者・既卒者の皆さん
ハローワークをご利用ください

　ハローワーク三好では、大学・専
修学校などの学生さんや、卒業後就
職の決まっていない方の就職を支援
しています。
　新卒者を含めた若年者の就職環境
は厳しく、就職活動中や就職が決ま
らないまま卒業した学生・生徒の万
が 1 日でも早く就職を実現できる
よう、きめ細かな就職支援を実施し
ております。就職活動にお困りの万
はお気軽にご相談ください。保護者
の方の相談にも応じています。
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

アンケート調査に
ご協力ください

　徳島県では、県民の誰もが、いつ
でも、どこでも、いつまでもスポー
ツに親しみ、スポーツを通じて県民
の元気を創造する、全国に誇りうる

「スポーツ王国とくしまづくり」の
実現に向けた取り組みを推進してお
ります。このたび、今後のスポーツ
推進の基礎資料とすることを目的に

「県民の運動・スポーツの実態に関
するアンケート調査」を実施いたし
ます。つきましては、調査について、
住民の皆様方のご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。
調査期間▼ 1 月中旬から 1 月末日
調査方法▼無作為抽出による郵送で
の調査・回答
お問い合わせ先▼
徳島県文化スポーツ立県総局県民ス
ポーツ課（☎ 088-621-2113）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

震災に強い
社会づくり条例について

　徳島県では、南海トラフの巨大地
震や中央構造線活断層帯を震源とす
る直下型地震による大きな被害が心
配されています。このため県では

「徳島県南海トラフ巨大地震等に係
る震災に強い社会づくり条例」を制
定しました。この条例では、土地利
用に関する規制などのほか、建築物
を移転する際の規制緩和を併せて実
施していくことなどが定められてい
ます。なお、県条例に規定する「中
央構造線活断層における土地利用の
適正化（土地利用に関する規制等を
含む）」については、3 月末までを
周知期間とし、平成 25 年 4 月 1 日
より施行、これに伴い 4 月から「特
定活断層調査区域」の指定手続きが
始まります。今後、徳島県より詳し
い内容について情報提供を受けまし
たらお知らせします。
お問い合わせ先▼徳島県南海地震防災
課防災企画担当（☎ 088-621-2297）、
三好市危機管理課（☎ 72-7625）

住民基本台帳の一部の写しの
閲覧状況を公表します

公表期間▼ 2 月 8 日まで
公表の方法▼三好市ホームページ及
び市民課窓口にて掲示
公表対象期間▼平成 23 年 4 月 1 日
～平成 24 年 3 月 31 日までの期間
に閲覧したもの
公表する事項▼請求した機関の名
称、申出者の氏名など
お問い合わせ先▼三好市市民課住民
基本台帳係（☎ 72-7609）

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 2月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

山城診療所 山城 ☎86-3230

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三木病院 三野 ☎77-3900

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

岸野医院 三野 ☎77-2001

北條病院 池田 ☎72-0007

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

山下医院 三好 ☎79-2005

川原医院 三加茂 ☎82-2009

三木病院 三野 ☎77-3900

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

真心でご奉仕致します。
35年の実績と信頼

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ

☎ 8 2 - 1 4 8 3

墓石の

イ    シ   ヤ  サン

流木の薪を無料配布します
　独立行政法人水資源機構池田総合
管理所では、薪の無料配布を実施し
ます。出水などにより池田ダムに漂
着した流木などを集めて処理したも
のです。希望される方は、次の日時
に配布場所にお集まりください。現
地にて受付後、配布いたします。薪
は各自で積み込みをお願いします。
今回は薪のみの配布とさせていただ
き、チップの配布はありません。
日時▼ 1 月 23 日（水）9 時～ 16 時、
配布数量が無くなりしだい終了、小
雨決行、大雨・積雪時は延期（後日
ホームページにてお知らせします）
配布場所▼池田ダムイタノ流木処理
場（池田球場奥）
お問い合わせ先▼独立行政法人水資
源機構池田総合管理所（☎ 72-2050）
http://www.water.go.jp/yoshino/
ikeda/

最低賃金が改定されました
　徳島県最低賃金の改正（時間額
654 円）については既にお知らせし
ていますが、このたび、次の３産業
の最低賃金をそれぞれ改正決定いた
しました。
造作材 ･ 合板・建築用組立材料製造
業▼ 780 円（平成 24 年 12 月 21 日）
はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業▼ 807 円（平
成 24 年 12 月 21 日）
電子部品・デバイス電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業
▼ 766 円（平成 24 年 12 月 21 日）
お問い合わせ先▼徳島労働局労働基
準部賃金室（☎ 088-652-9165）

べてこの番号で管理されます。年金
手帳は、年金に関する手続きの際、
必要となりますので大切に保管して
ください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）、三好市市
民課国民年金係（☎ 72-7611）

20 歳がスタート !  国民年金
　新成人のみなさんおめでとうござ
います。
　日本に住む 20 歳から 60 歳未満の
すべての人は国民年金に加入し、保
険料を納めることになっています。
みなさんは、国民年金について考え
たことがありますか。「年金なんて
まだ関係ない」と思っていませんか。
　国民年金は、老後の生活保障だけ
でなく、万が一、病気やケガで障害
が残ったときや、一家の働き手が亡
くなったときなど、あなたやあなた
の家族を守ってくれます。ただし、
加入の届出や保険料の納め忘れがあ
ると年金が受けられないこともあり
ます。「あの時に…」と後悔する前に、
必ず国民年金に加入しましょう。
　加入の手続きは、お近くの市町村
役場の国民年金担当係へお尋ねくだ
さい。（20 歳前に就職して厚生年金
などに加入している方は、第 2 号
被保険者となっていますので、加入
手続きは不要です）
　なお、学生の方や収入が少なく保
険料の納付が困難な方の場合は、「学
生納付特例」や「若年者納付猶予」
など保険料の支払いを猶予する制度
がありますので、お住まいの市町村
役場国民年金係で国民年金の加入手
続きと併せて申請してください。
　公的年金制度では、すべての制度
に共通して使用される基礎年金番号
が用いられています。国民年金や厚
生年金に加入すると基礎年金番号が
記載された年金手帳が交付され、加
入記録や保険料の納付状況など、す

年 金

暮 ら し

納め忘れはありませんか
　1 月 31 日は、国保税 7 期の納期
限です。みなさんの暮らしを支える
大切な税金です。納期内の納付をお
願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

広告を掲載しませんか？「市報みよし」は毎月約 15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご活用ください。詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。 2013.1　2829　市報 みよし
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男性料理教室を開催します

　調理の基本についての勉強と簡単
な調理実習をヘルスメイトが指導し
ます。参加希望の方は下記までお申
し込みください。
日時▼ 2 月 13 日（水）10 時〜 13
時（受付 9 時 45 分）
場所▼三好市保健センター
対象▼市内在住の男性
定員▼ 20 名
参加費▼ 350 円
持参物▼エプロン、三角巾、筆記用具
申込締切▼ 2 月 8 日（金）
お申し込み・お問い合わせ先▼ヘル
スメイト三好事務局（三好市健康づ
くり課 ☎ 72-6767）

都会からやってくる修学旅行生に
ほんものの田舎体験を

　年間 3000 人以上の都会の子ども
たちが、田舎の暮らしを体験しに、
徳島県西部に来ているのをご存知で
したか。現在、約 160 軒のご家庭
が民泊で生徒を受入れていますが、
一層の拡大を目指し「体験型観光・
民泊講習会」を開催します。
　初めての方でもお気軽にご参加く
ださい。参加無料です。

【2 月 10 日（日）】
① 9 時 30 分～ 12 時
場所：池田総合体育館２階会議室
② 13 時 30 分～ 16 時
場所：かずら橋夢舞台多目的ホール
お申し込み・お問い合わせ先▼一般
社団法人そらの郷（☎ 76-0713）
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 三好市の人口

　男  性   14,158 人
（ - 39 人） 

　女  性   16,109 人　
（ - 15 人）

　総  数   30,267人
（ - 54 人）

　世帯数  13,661 戸
　　（ -14 戸） 

平成 25 年 1 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

にし阿波の歴史遺産講座
～三木家と「あらたえ」～

　県内最古の民家である国重要文化
財「三木家住宅（美馬市木屋平）」
と三木家のみが天皇即位後初めて行
う大嘗祭に「あらたえ（麻織物）」
を調進してきた歴史などについてお
話しします。受講料は無料です。
日時▼ 2 月 1 日（金）13 時 30 分
場所▼西部総合県民局美馬庁舎 2
階大会議室（美馬市脇町）
講師▼三木信夫 氏（三木家当主、
全国重文民家の集い副代表幹事）
定員▼ 50 名
申込締切▼ 1 月 25 日（金）
お申し込み・お問い合わせ先▼西部
総合県民局企画振興部（☎ 0883-53-
2031）

（83）
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毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

     　   新年明けましておめでとうございます
 　         本年もよろしくお願い致します。

MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院 

平成 25 年度
みよし広域連合入札参加の受付
　みよし広域連合における平成 25
年度一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請書の受付につき
ましては次のとおりです。詳しく
は、みよし広域連合ホームページ

（http://www.miyoshikouiki.jp/）
をご覧ください。
受付期間▼ 2 月 28 日まで
有効期間▼平成 25 年 4 月 1 日～平
成 26 年 3 月 31 日（1 年間）
提出方法▼持参および郵送
様式等▼徳島県様式を準用
提出・お問い合わせ先▼
〒 778-0002　徳島県三好市池田町

マチ 2429 番地 1　みよし広域連合
事務局総務課（☎ 72-5121）

農家の皆様に
お知らせします

　使用済みで不要となった廃プラス
チック類を野焼きや不法投棄する事
は廃棄物処理法によって厳しく規制
されています。
　三好地区廃プラ協議会では廃プラ
スチック類の一斉回収を有料で行い
ます。回収には事前の申し込みが必
要です。
回収日▼ 2 月 20 日（水）
申込締切▼ 2 月 13 日（水）
お申し込み・お問い合わせ先▼ JA
阿波みよし営農経済部（☎ 79-5389）
および JA の各購買店舗

そ の 他

11
月
26
日
〜
12
月
25
日
受
付
分
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□ 編集後記
新年を郷土で迎え、久しぶりの再会を
果たした新成人の方々。本厄を迎えた
私にとっては、少し不安な一年の始ま
りでしたが、彼らの笑顔や決意に清々
しい気持ちにさせてもらいました。新
年は、家族やお世話になっている方々
との結びつきを強く感じることができる
時です。睦び月をしっかりと胸に刻み、
日々精進していきたいと思います。今
年もよろしくお願いいたします。（近）

新年最初の取材、成人式では華やか
な晴れ着姿や凛々しいスーツ姿の新
成人の皆さんの笑顔がとても印象的
でした。今年は式典の最後に「翼を
ください」の合唱がありました。歌
詞のように輝かしい未来や夢に向か
って羽ばたいていただきたいと思い
ます。私も新成人の皆さんから力を
いただき、自分自身が成長できる 1
年にしたいと思います。（長）
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歩
目

 三好市中央図書館
偉人コーナー

ー 三好市池田町マチ ー
　三好市中央図書館には、郷土の偉人の功
績を称えたコーナーが設けられています。
　偉人コーナーでは、1982 年夏、1983
年春と夏春連覇を達成し、優勝 3 回・準
優勝 2 回と甲子園で輝かしい足跡を残
した池田高校野球部元監督の蔦文也氏

（1923-2001）に関する書物や山城町信正
出身で詩人、小説家、画家として多様な作
品を残した富士正晴氏（1913-1987）の作
品などが展示されています。また、井川町
辻出身で戦後の日本を代表する美術家の山
下菊二氏（1919-1986）の関連資料やその
兄で版画家の谷口董美氏（1909-1964）の
作品なども展示されています。
　中央図書館にお立ちよりの際には、ぜひ
ご覧になってみてはいかがでしょうか。


	01.pdf
	0203.pdf
	0405.pdf
	0607.pdf
	0809.pdf
	1013.pdf
	1415.pdf
	1619.pdf
	2023.pdf
	2425.pdf
	2631.pdf
	32.pdf

